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甲斐市議会 バイオマス産業都市構想特別委員会 会議録 

 

 １．開 催 日 時    令和４年２月２８日 

 

 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 

出席委員（１０名） 

   委 員 長  五 味 武 彦 君    副委員長  金 丸   寛 君 

         伊 藤   毅 君          滝 川 美 幸 君 

         松 井   豊 君          清 水 正 二 君 

         有 泉 庸一郎 君          長谷部   集 君 

         内 藤 久 歳 君          保 坂 芳 子 君 

 

欠席委員（なし） 

 

傍聴議員（４名） 

   議  長  山 本 英 俊 君          加 藤 敬 徳 君 

         金 丸 幸 司 君          藤 原 正 夫 君 

──────────────────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

生活環境部長 長 田 裕 二 君 環 境 課 長 酒 井 厚 志 君 

バ イ オ マ ス 
推 進 係 長 藤 田   充 君   

──────────────────────────────────────────── 

職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 山 田   洋 書 記 森 田   公 

書 記 長 田 大 地   

 

審査内容 

１ 補正予算審査 
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    議案第２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第１０号） 

    （１）４款 衛生費 ２項 環境衛生費 

    （２）繰越明許費 

２ その他 
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開会 午前１１時２３分 

 

○書記（長田大地君） ご参集、大変お疲れさまです。 

  これよりバイオマス産業都市構想特別委員会を開会いたします。 

  初めに、委員長より挨拶をいただきまして、引き続き委員長の進行により議事を進めてま

いります。 

  それでは、五味委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（五味武彦君） お疲れさまでございます。始めさせていただきます。 

  その前に、前回の現地視察、ご苦労さまでした。後半寒かったんですけれども。それから、

あと、３回目のワクチン打っている方もいらっしゃいます。ぜひまた今後も健康に留意して

いただきたいというふうに思います。 

  それでは、始めます。 

  ただいまの出席委員は10名です。定足数に達しておりますので、これよりバイオマス産

業都市構想特別委員会を開会といたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（五味武彦君） 本日の委員会は、今定例会初日に付託されました議案の審査を行い

ます。 

  審査については一問一答方式で簡潔に質問され、また、市当局の答弁も分かりやすく説明

していただきたいと思います。 

  なお、本日は委員外議員の傍聴を許可いたしますのでご承知おきください。 

  質疑は委員の質疑を受けた後に、傍聴議員の質疑を受けたいと思います。 

  傍聴議員の質疑はさきの申合せのとおり全会派１名とし、質問は１問、再質問は１回まで

とさせていただきます。 

  審査に入る前に、お諮りをいたします。本日は円滑な審査を行うため、お手元に配付した

議案審査日程により審査を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（五味武彦君） ご異議なしと認め、そのようにさせていただきます。 

  それでは、補正予算審査を行います。 

  議案第２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第10号）を議題といたします。 

  環境課より、４款衛生費、２項環境衛生費及び繰越明許費について説明を求めます。 

  酒井環境課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 改めまして、こんにちは。 

  本会議終了後のお疲れのところ、バイオマス産業都市構想特別委員会にご参集いただき、

誠にありがとうございます。 

  環境課から議案第２号、一般会計２月補正予算のうち、バイオマス産業都市推進事業に関

わる補正予算につきましてご説明をさせていただきます。 

  議案書につきましては、10ページ、11ページ及び15ページの４款衛生費、２項環境衛生

費になります。補正予算説明書については、24ページ、25ページ、40ページになります。 

  それでは、補正予算説明書によりご説明をさせていただきますので、初めに補正予算説明

書24、25ページの中段をご覧ください。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費につきまして、補正前の金額が３億1,729

万5,000円のうち、04バイオマス産業都市推進事業から2,333万4,000円を減額補正し、予算

額を２億9,396万1,000円とするものであります。財源内訳は、全額一般財源であります。 

  減額補正の内訳は、25ページにありますように、21節補償・補塡及び賠償金を減額する

ものであります。内容につきましては、発電事業用地内にあります株式会社ふるや森林資源

研究所が掘削した井戸を市が取得し、発電事業者へ貸し付けることを想定して、補償料も当

初予算に計上しておりましたが、発電事業者であるＤＳグリーン発電甲斐合同会社がふるや

森林資源研究所から直接取得する契約が締結されたため、市が補償料を支払う必要がなくな

ったことから、減額補正を行うものであります。 

  次に、40ページの下段をご覧ください。 

  繰越明許費になりますが、４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費に、これまで

14節工事請負費２億300万5,000円としておりましたが、今回12節委託料4,257万円の繰越を

お願いし、補正後の繰越明許費を２億4,557万5,000円とするものです。財源内訳は、市債

が4,040万円、一般財源は２億517万5,000円であります。内容につきましては、２月17日に

開催された本特別委員会において、熱供給設備に関わる設計として、発電所の排気ガスから

熱交換器を経て高温水を精製する仕組み等についてご説明したところであります。その設計
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業務について、現在、グリーンサーマル株式会社と契約に向けて事務を進めているところで

ありますが、設計期間は約５か月を見込んでおり、設計完了は７月末から、もしくは８月初

旬を想定しております。そのため、今回委託料の繰越明許を新たにお願いし、バイオマス産

業都市推進事業の繰越明許費の変更をお願いするものであります。 

  以上、一般会計２月補正予算のうち、バイオマス産業都市推進事業に係る補正予算につき

ましてのご説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（五味武彦君） ご苦労さまです。 

  ２点の説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑はございますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） この前のとき聞けばよかったのかもしれないんですけれども、井戸の

件で、新しく今度事業をするＤＳというところがふるやさんから買い取るということですけ

れども、その井戸自体の、土地は甲斐市のものであって、井戸がそういう形でもって特定の

そういったところの所有物になると、財産権とかそういったものは将来的にどういうふうな

形になるんですか。 

○委員長（五味武彦君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） プラント等と一緒で、最終的に事業が終わったときには、全部更

地というかに戻してもらうということになっていますので、発電事業者が所有する井戸につ

いても同じこととなります。 

  以上です。 

○委員長（五味武彦君） ほか、委員の。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 参考までに聞きたいんだけれども、この井戸は確か市が掘ったんだよ

ね。じゃなかったら、ふるやが掘ったの。 

○委員長（五味武彦君） まず、そこから。 

  酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 先ほど説明した、ふるや資源所が掘りました。市ではございませ

ん。 

○委員長（五味武彦君） 内藤委員。 
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○委員（内藤久歳君） そうすると、このことに関しては、全くもう市がふるやから買い取る

という状況と、費用的なものというのは、全く発生はしなかったんですかね。 

○委員長（五味武彦君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 当初予算に本来うちが補償という形で取って貸付けることを想定

しておりましたが、事業者同士でしましたので、今回その金額を減額するものであります。 

○委員（内藤久歳君） 了解です。 

○委員長（五味武彦君） そのほか委員の質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 参考までに聞きたいんですが、あの井戸は深さどのくらい、水温など

も分かれば。 

○委員長（五味武彦君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 掘削は200メートルと聞いております。水温までは、すみません、

確認できておりません。申し訳ございません。 

○委員（松井 豊君） 了解。 

○委員長（五味武彦君） よろしいですか。ほかございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（五味武彦君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（五味武彦君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、議案第２号の質疑を終了といたします。 

  これより議案第２号、令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第10号）について討論、採

決を行います。 

  本案について討論ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（五味武彦君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了いたします。 

  これより議案第２号について採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（五味武彦君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で、議案第２号を終わります。 

  これをもちまして、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

  委員におかれましては慎重審議、ご苦労さまでございました。 

  次に、その他に入ります。 

  委員よりその他何かありましたら、お願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（五味武彦君） 事務局から何かありましたら、お願いします。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（五味武彦君） なければ、その他を終了いたします。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、バイオマス産業都市構想特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時３５分 

 

 


